
グループでの意見交換記録
R5.6.1 有終西小学校ランチルーム

１グループ
有終西小学校から分かれて進学しても、結局有終西小学校のメンバーで集まっている。少

数派になってしまうので、全員一緒に行けるといいのではないか。
友達と一緒がいいという理由だけで校区を変えるのは、違うと思う。
校区が（現行と）反対側になる家庭からは、反対意見がでると思う。
アンケート結果を見て、現段階で見直しは難しいと感じた。少子化が進み、近々来るであ

ろう次の小・中学校再編時に見直してはどうか。
6年生時点、中１時点～中３時点での有終西小学校卒業生の意見も聞いてみたい。

２グループ
（同じ中学校に進学することに）賛成が多い。
子どもは一緒がいい。
中学校に行ったら友人が変わる。部活、学級が違うと小学校から続く友達はいなくなる。
（小学校から一緒がいいと思う反面）一方で、分かれた方がいいと言う人もいる。
地域によって、学校までの距離が遠い人もいるので、選択制がいい。
距離を考えると、通学区域の見直した方がよい。例えば、城町は陽明中学校に行っている

が開成中学校の方が近い。
子どもは遠いのが嫌。
子ども友達と別れてしまうのが嫌。
現在でも部活動の関係や習い事の関係で、遠方の子が通学区域を越えて通っている例が

ある。
結論としては、選択制がいい。
反対者がいるなら、現在のままがいい。
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